
函るさと短信●

　
一
月
二
六
日
東
京
八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
第
７
回

関
東
琴
丘
会
が
開
催
さ
れ
た
。
町
関
係
者
ト
七
名
が
地

鶏
、
ダ
マ
コ
モ
チ
、
馬
刺
し
な
ど
を
持
参
し
て
上
京
。

会
員
は
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
昧
に
舌
鼓
を
打
ち
、
で

き
た
て
の
町
民
音
頭
と
琴
丘
町
史
の
披
露
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
発
展
の
た
め
に
大
い
に
意
見
を
交

換
し
合
っ
た
。

　
　
　
関
東
琴
丘
会
　
会
長
・
腰
山
巳
代
治
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
・
琴
座
町
役
場
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完
成
近
い
八
竜
運
動
公
園

ハ
竜
町
（
旧
鵜
川
村
、
浜
口
村
を
合
体
）

　
町
は
、
昭
和
6
0
年
度
か
ら
建
設
省
の
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

吏
栗
を
導
入
し
、
町
民
が
快
適
に
過
ご
せ
る
住
環
境
整
備
や

ふ
れ
あ
い
・
憩
い
の
場
所
造
り
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
な

取
り
組
み
を
し
て
き
な
メ
イ
ン
施
設
の
町
民
体
育
館
、
駐

車
場
、
・
目
転
車
置
き
碩
あ
ず
ま
順
、
準
天
候
型
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
兼
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
丸
太
材
を
活
用
し
た
舟
形
の
遊

丑
ハ
、
水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
と
、
す
で
に
公
園
と
し
て
の

様
相
を
整
え
つ
つ
あ
る
．

　
今
年
度
も
、
展
望
台
、
床
黎
地
蔵
築
山
な
ど
を
建
設
中
で
あ

今
中
で
も
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
展
望
台
は
、
高
さ
が

５
メ
ー
ト
ル
も
の
擬
岩
風
に
仕
上
げ
ら
れ
、
内
部
の
螺
旋
状
階

段
を
登
れ
ば
、
公
園
内
が
全
部
見
渡
せ
る
も
の
と
な
る
。

　
来
年
以
降
の
施
設
整
備
と
合
わ
せ
、
こ
こ
が
ハ
奄
運
動
公

園
と
し
て
町
民
に
活
用
さ
れ
、
公
園
以
上
の
機
能
を
発
揮
し

て
、
町
作
り
の
核
と
な
る
こ
と
が
今
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
ト
二
月
二
日
酋
都
圏
在
住
の
ハ
竜
町
出
身
者
で
組
織

す
る
「
東
京
八
巡
会
」
の
総
会
が
車
示
の
浅
草
で
開
催
さ
れ

た
．
総
会
に
は
、
百
七
十
名
の
会
員
が
参
加
し
、
町
長
始
め

町
か
ら
上
京
し
た
三
圭
二
名
と
懇
談
を
深
め
た
。
会
場
の
あ

ち
こ
ち
に
一
年
ぶ
り
の
再
会
奎
唇
ぴ
、
ふ
る
さ
と
談
義
に
花

を
咲
か
せ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
　
　
東
京
ハ
竜
会
会
長
・
川
村
幸
信
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
・
ハ
竜
町
役
場
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村
め
開
発
振
興
に
本
場
一
サ
、
｀
り
も
一
役

　
村
は
、
昭
和
6
3
年
５
月
、
日
本
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
い
わ

さ
き
計
画
が
ス
タ
ー
ト
以
来
、
同
年
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
委
員
会
設
立
、
平
成
元
年
サ
ン
タ
ラ
ン

ド
協
定
締
結
、
サ
ン
タ
ポ
ス
ト
開
業
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
郵
便
局
開
局
、
平
成
２
年
リ
フ
レ
ッ
シ
ユ
村
開
業
（
ロ

グ
ハ
ウ
ス
）
、
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
こ
フ
ヌ
ア
郡
と
の
姉
妹
都

市
締
結
、
サ
ー
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
、
Ｈ

本
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
実
現
に
向
か
っ
て
の
準
備
が
着
実
に

進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
そ
の
間
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か

ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
村
に
招
灸
ョ
ー
ル
ブ
ッ
キ
（
サ

ン
タ
）
祭
を
開
催
す
る
な
≒
村
内
に
限
ら
ず
広
く
日

本
に
「
愛
と
思
い
や
り
、
そ
し
て
希
望
」
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
普
及
し
、
夢
と
ロ
マ
ン
を
与
え

る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
い
っ
そ
う
の
友
好

を
深
め
る
努
力
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
こ
の
４
月
、

第
３
セ
ク
タ
ー
「
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
い
わ
さ
き
株
式
会
社
」

を
誕
生
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
平
成
５
年
の
開
業
に
向
か
っ
て
、
い
よ
い
よ
第
一
期

工
事
と
し
て
サ
ン
タ
の
家
、
宿
泊
施
設
サ
ン
タ
ロ
ッ
ジ
、

ト
ナ
カ
イ
牧
場
、
ト
ロ
ー
ル
の
森
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の

建
設
着
工
の
運
び
と
な
る
。

　
ふ
る
さ
と
十
二
湖
入
会
　
会
長
・
堀
内
陣
城
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
吋
・
石
戸
秀
昭
氏
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　　　　松陵スポットＳトピヽソリス

　　　　　　　先生とあだ名

　みちのくの遅い花の季節もようやく間近に迫ろ

うかというある[1の任下がl〕、陸曹の-番端にあ

る理科準備室では、ぃつものように教師たちがド

咬間際の雑談に花咲かせていたｴ

　そこへ新入生とおぼしき生徒が入ってきて、

｢あの－、カショウ先生ぃねスか｣

‾なぬ－、カショウ先生だ－Jと、Ｗ先生。今にも

鼻からずり落ちんぱかりの眼鏡越しに、生徒をジ

ロリとひとにらみ。

　生徒、わけもわからず恐縮して、
｢あの－、先輩がカショウ先生ぃねが聞イでこいて

しゃべたス｣

‾それだば、オメー、先輩にからかわれたんだ。本
咬にそした先生はぃねよ．ちゃんとＷ先生と言わ

ねばダメだ｣と、ヤマイモことＫ先生が懸命に笑

いを噛み殺しながら諭す。

｢いや－、新入生が先生捕まえて、いきなりあだ名

で呼ぶとぃうのは、開聞以来の不祥事でねスか、

先生｣と、プランクトンことＡ先生が、独特のナ

ットウのような粘っこい目調でまぜっかえす。

昔、 どこの高校でもこのような光景がいつ出現

してもおかしくないほど、教暉にあだ名はつきも
のだった。今、生徒から愛称としてのこックネー

ムを奉られる先生かきわめて少ないと聞く。その

善し悪しはさておいて、あだ名とともに古きよき

ﾄ1の恩師の雄姿を一時懐かしむのも-興かと思う。

能中時代の懐かしい光生

西田平一校長（ヘッチャ）

新家利一校長（ウルメコ）

高橋一郎校長（ウマッコ）

黒瀬達也教頭（クマソ）

鈴木勇先生（漢文・ヒラメ）
小竹寛治先生｛英語・ウルフ）

佐久高士先生（歴史修身・テロ）

根底久三郎先生（国語・ピストル）
南初喜先生（歴史修身・ケシズミ）

石丸金重先生（数学・ササン）

田由雄四郎先生（数学・センフリ）

川野卯一先生（数学・ナンパ）

小葉田亮先生（地理・コパゲ）

上原俊一先生（国語・ヤギ）

立石栄吾先生（化学・タテガモ）

森蕃先生（数学・アカブタ）

徳原俊三先生（英語・ビール）

太田口政治先生（体育・ウマッコ）

野村政治先生（図工・アカヒゲ）
衛藤正敏先生（物理・ジャイアント）

田村照一郎先生（英語・ライオン）

近江静謐先生（植物・ホシミドロ）

村松四郎先生（化学・ムシナ）

占田勇三先生（農業・カクセイキ）

須田定基先生（柔道・ガメ）

大山会三郎（音楽・シャクシ）

高橋岩五郎先生（柔道・ガン）

武術岩雄先生（剣道・ジッチャ）

　以ト、この資料は塚本先輩からお借りしました。

　ＴＥＬ

連絡先

　〒164

　TEL

パレー郵東京ＯＢ会発足

　同窓生であり、恩師であり、能代高校バレー部

の育成に多大な貢献をなされた大原義iE氏の１周

忌にあたる平成３年４月13日、「大原義王氏をしの

ぶ会．が渋谷で聞かれました。能代から能代高校

バレー部ＯＢ会会長武田重一先生も上京され、教え

ｆである菅原貞敬氏からはせつせつたる追悼が献

じられるなど、しめやかな中にも、多数の同窓生

が列席され、万事明るいことがお好きだった大原

先生のご遺徳を偲ぶにふさわしい、陽気でなごや

かな雰囲気に満ちあふれた会に終始いたしました。

　これに先立ちまして「能代高校バレー部東京OB

会」の設立総会が催され、同会の結成が決まり、

近藤誠氏より大原先生のご直影に東京ＯＢ会発足の

報告がなれました。

　なお、同OB会運営のための年会費は、

3.000円とさせて頂きましたので、ご協力のほどよ

ろしくお願いいたします。

　　能代高校バレー部東京ＯＢ会設立発起人

　　　　　　　　　塚水原逸　　近藤誠

　　　　　　　　　菅原貞敬　　石川岫宏

会長近藤

　〒242-03

誠

神奈川県海老名巾柏ケ谷967

モア　ステージ海老名320

0462－33－0026

ハ柳昭義

　中野区中央5－7－1㈱友和内

03－3肪3－21n

夕YjcT゛乙ＹｘｙあΥΥＸＹｚｙ託￥ｚｙｘ庚
と春の叙勲・教育功労賞　　　　　　　で
y畔　宏先生平成２年、勲四等・旭小綬賞ミ

８受賞。　　　　　　　　　　　　　　８

≫鎌田先生は、旧制能代中学・能代南高校でべ

８国語を教えられ、県教委指導主事、由利一本８

≫荘高校教頭を歴任。44年鷹巣高校校長、県政ヅ

８育庁主席参事のあと、49年能代高校校長になＸ

ぞった。57年能代市教む長となり、59年９月ので

Ｍ退職まで三期、９年間同職を務められ、高校Ｑ

と教育振興ならびに地方教育行政に多大な貢献で

ふ9ご゛=･　　　　　　　　　　　ぶI

8高橋直三先生平成３年、勲四等・瑞宝章受答:

そ拓　高橋先生ａ、一昨年、東京の総会席上乞

?iで先生のお話にもあった通り、昭和21年４月゛

ご旧制能代中学に物理・化学の教師として赴任首

で?以来、35年３月まで能代高校で教鞭を取られ゜

ごたが、同年４月能代商業高校教頭､45年同校校首

で?長に昇任｡52年角館高校校長で定年を迎えるまミ
ぐでヽ広く県内各地で高校教育振興に貢献された。回
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